
(57)【要約】

【課題】電力線で搬送する通信システムを、今後増加す

る大規模集合住宅に適するシステムとして紹介する。

【解決手段】配電トランス（１）の下流に設置した、親

機（２）と各家庭内に接続される子機（４－ｎ）との間

で、電力線（１２）に重畳されたアナログ高周波信号を

授受する電力線搬送通信システムであり、該親機（２）

と複数の子機（４－ｎ）の間に、複数の中継装置（３－

ｎ）を置くことにより、分岐数が多く、親機と子機の距

離が長くても問題なく通信出来る電力線搬送通信システ

ム。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
配 電 線 網 を 構 成 す る 低 圧 配 電 線 と し て の 電 力 線 に 接 続 さ れ た 親 機 と 、 前 記 電 力 線 が 複 数 に
分 岐 さ れ て 複 数 の 需 要 家 に 引 き 込 ま れ て な る 引 込 電 力 線 に 接 続 さ れ た 複 数 の 子 機 に よ り 構
成 さ れ 、
該 親 機 は 、 該 子 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 電 力 線 に 重 畳
す る 送 信 機 能 と 、 い ず れ か の 子 機 に よ っ て 前 記 引 込 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信
号 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
ま た 子 機 は 該 親 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 引 込 電 力 線 に
重 畳 す る 送 信 機 能 と 、 該 親 機 に よ っ て 該 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 を 該 引 込
電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
前 記 親 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 又 は 前 記 子 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高
周 波 信 号 、 又 は そ れ ら の 双 方 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 し て 増 幅 し 、 再 度 、 該 電 力 線 に 重 畳 さ せ
る 中 継 装 置 を 、
該 電 力 線 の 分 岐 部 近 傍 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
配 電 線 網 か ら 集 合 住 宅 に 引 き 込 ま れ 、 配 電 ト ラ ン ス に よ り 低 電 圧 化 さ れ た 電 力 線 に 接 続 さ
れ た 親 機 と 、 該 集 合 住 宅 内 で 複 数 に 分 岐 さ れ て 集 合 住 宅 内 の 各 需 要 家 に 引 き 込 ま れ て な る
引 込 電 力 線 に 接 続 さ れ た 複 数 の 子 機 に よ り 構 成 さ れ 、
該 親 機 は 、 該 子 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 電 力 線 に 重 畳
す る 送 信 機 能 と 、 い ず れ か の 子 機 に よ っ て 該 引 込 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号
を 該 電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
ま た 子 機 は 該 親 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 引 込 電 力 線 に
重 畳 す る 送 信 機 能 と 、 該 親 機 に よ っ て 該 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 を 該 引 込
電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
前 記 親 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 又 は 前 記 子 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高
周 波 信 号 、 又 は そ れ ら の 双 方 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 し て 増 幅 し 、 再 度 、 該 電 力 線 に 重 畳 さ せ
る 中 継 装 置 を 、
各 需 要 家 の 配 電 盤 近 傍 ま た は 電 力 量 計 近 傍 の 電 力 線 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 力 線 搬 送
通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 親 機 に 対 応 す る 中 継 装 置 の 数 量 が 、 親 機 １ に 対 し 中 継 装 置 が １ ０ ０ 以 下 で あ り 、 該 中
継 装 置 １ に 対 し 子 機 を 有 す る 各 需 要 家 が １ ０ 戸 以 内 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 力 線
搬 送 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 親 機 が 、 前 記 電 力 線 と は 別 に デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 を 介 し て 光 通 信 シ ス テ ム も し
く は Ｄ Ｓ Ｌ シ ス テ ム に 接 続 し て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 力 線 搬 送 通 信 シ
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 力 線 を 使 用 し て 高 速 デ ー タ 伝 送 を 行 う こ と が 出 来 る 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 力 線 を 利 用 し た 通 信 シ ス テ ム は 、 専 用 の 通 信 回 線 を 用 い ず に 利 用 で き る と こ ろ か ら 、 そ
の 利 用 価 値 が 高 ま っ て い る 。 特 に 今 後 の 住 居 シ ス テ ム と な り つ つ あ る 集 合 住 宅 に お い て 、
電 力 線 を 用 い た 通 信 シ ス テ ム の 構 築 に 種 々 検 討 が 進 め ら れ て い る 。
こ の シ ス テ ム は 、 電 力 線 を 集 合 住 宅 に 配 線 す れ ば 、 通 信 容 量 が 大 容 量 化 し て も 新 た な 通 信
回 線 を 配 線 す る こ と な く 全 て 電 力 線 を 利 用 で き る 点 で 、 大 き な メ リ ッ ト を 有 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
電 力 線 網 は 、 一 般 に 高 圧 電 力 線 （ ６ ６ ０ ０ Ｖ ） と 、 そ の 電 圧 を 柱 上 ト ラ ン ス 等 で 変 圧 し て
構 成 さ れ 、 各 家 庭 に 供 給 さ れ る 低 圧 電 力 線 （ ２ ２ ０ Ｖ 以 下 ） に 変 圧 さ れ る 。 集 合 住 宅 で は
、 直 接 高 圧 線 が 集 合 住 宅 に 設 置 さ れ る 配 電 ト ラ ン ス に 配 線 さ れ 、 集 合 住 宅 内 で 低 電 圧 電 力
線 に 変 圧 さ れ る 。 こ の ト ラ ン ス に お い て は 、 パ ワ ー 用 電 力 の 変 圧 が 目 的 で あ る た め 、 ５ ０
乃 至 ６ ０ Ｈ ｚ の 電 圧 変 換 を 行 う 。 従 っ て 高 圧 電 力 線 に 高 周 波 信 号 電 圧 を 重 畳 さ れ た と し て
も 、 ト ラ ン ス に よ っ て 阻 止 さ れ 、 低 圧 電 力 線 に は 高 周 波 信 号 電 圧 と し て ほ と ん ど 伝 播 し な
い 。 従 っ て 電 力 線 を 利 用 す る 通 信 シ ス テ ム は 、 一 般 に ト ラ ン ス を 介 さ な い 同 一 電 圧 の 電 力
線 内 で 構 成 さ れ る シ ス テ ム に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
小 規 模 で の 電 力 線 を 利 用 す る 技 術 、 例 え ば 、 屋 内 配 線 な ど の 電 力 線 に 高 周 波 信 号 を 重 畳 し
て 高 速 通 信 を 行 う 電 力 線 搬 送 通 信 （ Ｐ Ｌ Ｃ ： Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 Ｌ ｉ ｎ ｅ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ
ｔ ｉ ｏ ｎ ） が 既 に 検 討 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
図 ３ は 、 そ の 一 例 で あ る 。 こ の 方 式 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 電 柱 ６ ０ ０ に 敷 設 さ れ た 光 フ ァ
イ バ ケ ー ブ ル ５ ０ ０ と 、 Ｐ Ｌ Ｃ ユ ー ザ 家 屋 ２ ０ ０ 、 ２ ０ １ 内 に 電 力 供 給 を 行 う 低 圧 電 力 線
（ 屋 内 配 線 １ ０ ２ ） と を 利 用 す る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 本 局 乃 至 支 局 （ 図 示 せ ず ） か
ら 各 Ｐ Ｌ Ｃ ユ ー ザ 家 屋 ２ ０ ０ 、 ２ ０ １ ま で の 外 部 と の 通 信 に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ５ ０ ０ を
用 い 、 各 家 屋 ２ ０ ０ 、 ２ ０ １ 内 の 通 信 に 屋 内 配 線 １ ０ ２ を 用 い る 。 各 ユ ー ザ 家 屋 ２ ０ ０ 、
２ ０ １ に は 、 子 モ デ ム ２ ０ ２ 、 親 モ デ ム ２ ０ ３ を 具 え 、 信 号 を 適 宜 変 換 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
子 モ デ ム ２ ０ ２ は 、 コ ン ピ ュ ー タ （ 以 下 Ｐ Ｃ と 呼 ぶ ） ２ １ ０ な ど と 屋 内 配 線 １ ０ ２ と に 接
続 さ れ て 、 Ｐ Ｃ ２ １ ０ か ら の 信 号 を 屋 内 配 線 注 入 用 に 変 換 し た り 、 屋 内 配 線 １ ０ ２ か ら の
信 号 を Ｐ Ｃ 注 入 用 に 変 換 す る 。 親 モ デ ム ２ ０ ３ は 、 接 続 箱 ５ ０ ２ を 介 し て 光 フ ァ イ バ ケ ー
ブ ル ５ ０ ０ か ら 引 き 出 し た 分 岐 線 ５ ０ １ と 屋 内 配 線 １ ０ ２ と に 接 続 さ れ て 、 分 岐 線 ５ ０ １
か ら の 信 号 を 屋 内 配 線 注 入 用 に 変 換 し た り 、 子 モ デ ム ２ ０ ２ か ら 屋 内 配 線 １ ０ ２ を 経 た 信
号 を 分 岐 線 注 入 用 に 変 換 す る 。 図 ３ で は 、 分 岐 線 ５ ０ １ と 親 モ デ ム ２ ０ ３ 間 に 電 気 信 号 ／
光 信 号 変 換 を 行 う メ デ ィ ア コ ン バ ー タ （ 以 下 Ｍ Ｃ と 呼 ぶ ） ２ ０ ４ を 具 え る 構 成 を 示 す が 、
親 モ デ ム ２ ０ ３ に Ｍ Ｃ を 内 蔵 す る も の も あ る 。
上 記 方 式 に お い て 、 例 え ば 、 Ｐ Ｌ Ｃ ユ ー ザ が 本 局 乃 至 支 局 な ど か ら の 信 号 を 受 信 す る 場 合
、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ５ ０ ０ か ら 分 岐 線 ５ ０ １ を 経 た 光 信 号 を Ｍ Ｃ ２ ０ ４ に て 電 気 信 号 に
変 換 し 、 親 モ デ ム ２ ０ ３ → 屋 内 配 線 １ ０ ２ を 経 て 、 各 家 屋 ２ ０ ０ 、 ２ ０ １ の コ ン セ ン ト か
ら 子 モ デ ム ２ ０ ２ を 介 し て 信 号 を 抽 出 す る こ と で 行 う 。
こ こ で 、 屋 内 配 線 １ ０ ２ は 、 通 常 の 配 線 と 同 様 に 、 分 電 盤 ２ ２ １ 、 電 力 計 ２ ２ ０ 、 引 き 込
み 線 １ ０ １ を 経 由 し て 、 低 圧 配 電 線 １ ０ ０ に 接 続 し て い る 。 こ の よ う な 、 一 軒 単 位 の 電 力
線 搬 送 通 信 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
江 藤 潔 、 「 電 力 線 搬 送 （ Ｐ Ｌ Ｃ ： Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 Ｌ ｉ ｎ ｅ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ）
の 現 状 」 、 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ ， Ｃ Ｑ 出 版 社 、 ２ ０ ０ ０ 年 ９ 月 、 ｐ ． ７ ０ － ８ １
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
電 力 線 を 利 用 し た 通 信 シ ス テ ム は 、 室 内 通 信 回 線 を 用 い ず に 通 信 で き る 利 点 が あ る が 、 電
力 線 に は 周 波 数 ５ ０ Ｈ ｚ も し く は ６ ０ Ｈ ｚ の パ ワ ー 用 電 力 を 供 給 す る 第 １ の 目 的 か ら 、 配
電 用 ト ラ ン ス か ら 端 末 機 器 ま で の 距 離 が 長 く 、 電 源 線 の 種 類 が 多 く 及 び 電 源 線 分 岐 数 が 多
い 。 こ の た め 、 通 信 用 高 周 波 の 損 失 が 大 き く な り 通 信 不 可 能 な 場 合 を 生 ず る 。 従 っ て 、 集
合 住 宅 や ビ ル の 場 合 、 大 規 模 に な る と 、 １ つ の 通 信 シ ス テ ム で は カ バ ー 出 来 な く な る こ と
が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 こ う し た 大 規 模 と な る 電 力 線 を 利 用 し た 通 信 シ ス テ ム を 規 模 に よ ら ず 単 一 の 通
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信 シ ス テ ム と す る こ と に あ る 。 そ の 具 体 的 な 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム は 、
配 電 線 網 を 構 成 す る 低 圧 配 電 線 と し て の 電 力 線 に 接 続 さ れ た 親 機 と 、 前 記 電 力 線 が 複 数 に
分 岐 さ れ て 複 数 の 需 要 家 に 引 き 込 ま れ て な る 引 込 電 力 線 に 接 続 さ れ た 複 数 の 子 機 に よ り 構
成 さ れ 、
該 親 機 は 、 該 子 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 電 力 線 に 重 畳
す る 送 信 機 能 と 、 い ず れ か の 子 機 に よ っ て 前 記 引 込 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信
号 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
ま た 子 機 は 該 親 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 引 込 電 力 線 に
重 畳 す る 送 信 機 能 と 、 該 親 機 に よ っ て 該 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 を 該 引 込
電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
前 記 親 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 又 は 前 記 子 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高
周 波 信 号 、 又 は そ れ ら の 双 方 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 し て 増 幅 し 、 再 度 、 該 電 力 線 に 重 畳 さ せ
る 中 継 装 置 を 、 該 電 力 線 の 分 岐 部 近 傍 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 に 集 合 住 宅 等 に お い て は 、 具 体 的 に は 、
配 電 線 網 か ら 集 合 住 宅 に 引 き 込 ま れ 、 配 電 ト ラ ン ス に よ り 低 電 圧 化 さ れ た 電 力 線 に 接 続 さ
れ た 親 機 と 、 該 集 合 住 宅 内 で 複 数 に 分 岐 さ れ て 集 合 住 宅 内 の 各 需 要 家 に 引 き 込 ま れ て な る
引 込 電 力 線 に 接 続 さ れ た 複 数 の 子 機 に よ り 構 成 さ れ 、
該 親 機 は 、 該 子 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 電 力 線 に 重 畳
す る 送 信 機 能 と 、 い ず れ か の 子 機 に よ っ て 該 引 込 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号
を 該 電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
ま た 子 機 は 該 親 機 に 向 け て 送 出 す る デ ー タ を ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 前 記 引 込 電 力 線 に
重 畳 す る 送 信 機 能 と 、 該 親 機 に よ っ て 該 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 を 該 引 込
電 力 線 か ら 抽 出 す る 受 信 機 能 を 有 し 、
前 記 親 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 又 は 前 記 子 機 に よ り 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高
周 波 信 号 、 又 は そ れ ら の 双 方 を 該 電 力 線 か ら 抽 出 し て 増 幅 し 、 再 度 、 該 電 力 線 に 重 畳 さ せ
る 中 継 装 置 を 、
各 需 要 家 の 配 電 盤 近 傍 ま た は 電 力 量 計 近 傍 の 電 力 線 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 力 線 搬 送
通 信 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に な る 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム を 図 １ に 例 示 す る 大 規 模 集 合 住 宅 に お け る ブ ロ ッ ク
図 を も っ て 説 明 す る 。
高 圧 電 力 線 １ １ は 、 配 電 ト ラ ン ス １ に よ り ２ ２ ０ Ｖ ３ 相 、 又 は １ ０ ０ Ｖ ２ 相 に 変 圧 さ れ 、
低 圧 化 さ れ た 状 態 で 電 力 線 １ ２ に よ り 、 各 家 庭 に 配 電 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 配 電 ト ラ ン ス
１ か ら 下 流 の 配 電 線 網 に か か る シ ス テ ム を 構 築 す る 。 配 電 ト ラ ン ス １ は 、 一 般 家 庭 の 場 合
は 、 付 近 の 柱 上 ト ラ ン ス に 相 当 す る 。 集 合 住 宅 で は 、 規 模 の 大 小 に よ り 異 な り 、 ２ ０ 戸 未
満 で は 一 般 家 庭 と 同 じ 柱 状 ト ラ ン ス か ら の 配 電 線 に 該 当 す る 。 ２ ０ 戸 以 上 の 大 規 模 集 合 住
宅 で は 専 用 の 配 電 ト ラ ン ス を 有 し 、 取 り 込 ま れ た 高 圧 電 力 線 を 集 合 住 宅 内 で 変 圧 し 低 圧 化
さ れ た 電 力 線 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の シ ス テ ム で は 、 配 電 ト ラ ン ス １ よ り 下 流 の 、 低 電 圧 化 さ れ た 電 力 線 １ ２ の 分 岐 前
の 部 分 に 取 り 付 け ら れ る １ 台 の 親 機 ２ と 、 各 家 庭 の 端 末 に 接 続 す る 複 数 台 の 子 機 ４ － １ ～
４ － ｎ の 間 を 結 ぶ 通 信 網 の 中 間 に 複 数 台 の 中 継 装 置 ３ － １ ～ ３ － ｎ を 設 け る こ と を 特 徴 と
す る 。
親 機 ２ は 低 圧 化 さ れ た 電 力 線 １ ２ に 接 続 さ れ 、 光 フ ァ イ バ も し く は Ｄ Ｓ Ｌ 等 に よ る 上 位 の
デ ー タ 通 信 網 １ ６ と の 間 で デ ー タ の 変 換 等 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 位 の デ ー タ 通 信 網 １ ６ か ら の 情 報 は 、 ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 と し て 親 機 ２ に よ り 電 力 線 に
重 畳 さ れ 、 下 流 の 子 機 ４ － １ ～ ４ － ｎ に 伝 送 さ れ る 。 と こ ろ が 、 低 圧 化 さ れ た 電 力 線 １ ２
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は 、 電 力 線 １ ２ か ら 分 岐 配 線 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ の よ う に 各 家 庭 ６ ま で の 間 に 多 く の 分 岐 が
あ る ほ か 、 親 機 と 子 機 の 間 の 配 線 距 離 、 配 線 の 種 類 に よ り 、 信 号 が 減 衰 さ れ 届 か な く な る
こ と が あ る 。 従 っ て 親 機 と 子 機 の 間 に 中 継 装 置 ３ － １ ～ ３ － ｎ を 必 要 と す る 。 該 中 継 装 置
の 数 は 各 需 要 家 ６ の 子 機 の 数 に も よ る が 、 中 継 装 置 １ 台 に 対 し 、 需 要 家 数 が １ ～ １ ０ 戸 程
度 カ バ ー す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 中 継 装 置 の 特 性 か ら 親 機 １ 機 に 対 し 、 中 継 装 置 を ２ ～
１ ０ ０ 台 程 度 設 置 す る シ ス テ ム が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
中 継 装 置 は 、 親 機 と 子 機 の 間 で あ れ ば 場 所 は 問 わ な い が 、 ２ ０ 戸 以 上 の 集 合 住 宅 で は 各 フ
ロ ア に １ 台 以 上 用 意 す る の が 妥 当 で あ る 。 設 置 に 関 し て は 、 専 用 の 設 置 場 所 を 設 け る の が
好 ま し い が 、 電 力 量 計 設 置 ス ペ ー ス に 設 置 し て も 良 い し 、 家 庭 内 の コ ン セ ン ト ５ に 接 続 し
て も 使 用 で き る 。
こ の よ う な 通 信 方 式 に お い て は 、 分 岐 数 の 増 加 に 伴 っ て 、 親 機 と 子 機 の 間 で の 通 信 速 度 が
実 質 的 に 低 下 す る 。
図 ２ は 、 分 岐 数 と 通 信 速 度 を 実 測 し た デ ー タ 例 で あ る 。 こ の デ ー タ よ り 、 分 岐 数 は １ ０ ０
以 下 が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ８ ０ 以 下 で あ る 。 従 っ て 、 １ 台 の 親 機 に 対 し て 、 中 継
機 の 数 を １ ０ ０ 以 下 、 好 ま し く は ８ ０ 以 下 と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の シ ス テ ム で は 、 親 機 １ と 複 数 の 子 機 ４ － １ ～ ４ － ｎ と の 間 で 送 受
信 す る シ ス テ ム を 低 電 圧 化 さ れ た 電 力 線 で 行 う 。 電 力 線 が 分 岐 す る た め 、 中 継 装 置 を 親 機
と 子 機 と の 間 に 設 置 す る こ と に よ り 、 ア ナ ロ グ 高 周 波 通 信 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
中 継 装 置 の 構 成 は 、 電 力 線 に 重 畳 さ れ た ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号 を 増 幅 し た 後 、 電 力 線 に 再 度
重 畳 す る も の で あ れ ば そ の 種 類 を 問 わ な い が 、 好 ま し く は 中 継 装 置 で ア ナ ロ グ 高 周 波 信 号
の み 増 幅 す る 手 段 を 有 す る も の が 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に な る 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム は 、 今 後 ま す ま す 増 え つ つ あ る 大 規 模 集 合 住 宅 に お
い て 、 高 速 大 容 量 の 通 信 シ ス テ ム を 構 築 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 用 い る 中 継 装 置 の 分 岐 数 と 通 信 速 度 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 力 線 搬 送 通 信 シ ス テ ム の 一 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 配 電 ト ラ ン ス
２ ． 親 機
３ － １ ． ３ － ２ ． ３ － ｎ ． 中 継 装 置
４ － １ ． ４ － ２ ． ４ － ３ ． ４ － ４ ． ４ － ｎ ． 子 機
５ ． コ ン セ ン ト
６ ． 各 家 庭
１ １ ． 高 圧 電 力 線
１ ２ ． 電 力 線
１ ３ ． １ ４ ． １ ５ ． 分 岐 線
１ ６ ． デ ジ タ ル 通 信 網
１ ０ ０ ． 低 圧 配 電 線
１ ０ １ ． 引 き 込 み 線
１ ０ ２ ． 屋 内 配 線
２ ０ ０ ． 、 ２ ０ １ ． Ｐ Ｌ Ｃ ユ ー ザ 家 屋
２ ０ ２ ． 子 モ デ ム
２ ０ ３ ． 親 モ デ ム
２ ０ ４ ． Ｍ Ｃ
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２ １ ０ ． Ｐ Ｃ
２ ２ ０ ． 電 力 量 計
２ ２ １ ． 分 電 盤
５ ０ ０ ． 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル
５ ０ １ ． 分 岐 線
５ ０ ２ ． 接 続 箱

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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